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2024 年 10 月 1日 

各位 

筑波大学附属高等学校 校長 藤生 英行 

 

 

筑波大学附属高等学校 

第 74 回 高等学校教育研究大会のご案内 
 

秋麗の候、皆様におかれましては益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

さて、本校では、下記の通り第 74 回高等学校教育研究大会を開催いたします。公開授業をご覧いただ

き、その後の分科会では皆様からのご意見を多数頂戴して、議論を深めたいと考えております。今年度

も各分科会後に、教科を超えた情報交換会の場を設けます。各テーマについて、各校での取り組みや課

題を共有できれば幸いです。 

ご多忙の折とは存じますが、是非ともご参加いただきますよう、お願い申し上げます。 

 

 

記 

 

１．主催：筑波大学附属高等学校 

２．期日：2024 年 12 月 7日(土) 

３．会場：筑波大学附属高等学校 東京都文京区大塚 1-9-1 

４．参加申込：参加には事前の申し込みが必須です 

・ 申し込み方法：お申し込みとお支払いには PassMarket を利用いただきます。本校ＨＰからお進み

ください。https://www.high-s.tsukuba.ac.jp/shs/wp/［教育研究／研修］→［研究大会］ 

PassMarket とは、PC、スマートフォンまたはタブレットでイベントへの参加を申し込み、購入等し

たチケットを利用できるサービスです。PassMarket を利用するには、ユーザー情報の登録が必要で、

その際に、Yahoo! JAPAN ID を用いてログインいただきます。Yahoo! JAPAN ID をお持ちでない場

合、大変お手数ですが、ID の作成をお願いします(無料)。 

・ 申し込み期間：11 月 1 日(金)0:00 から 11 月 29 日(金)23:59 まで 

・ 入力内容：参加者氏名、所属（学校、機関名等）、参加する教科・科目、情報交換会のテーマな

どを入力ください。情報交換会で扱いたい具体的な内容がありましたら、備考欄へ入力ください。 

・ その他：同じ学校・機関から複数参加する場合も、入力は個別にお願いします。行政機関での会

計処理などの理由で PassMarket を使えない場合は、本校研究教職部へご連絡ください。 

 

５．参加費：1,000 円 

・ 領収証は大会当日にお渡しします。 

・ 申し込み後の参加費の返金は致しかねます。 

 

６．入校方法 

・ 校門を入ってすぐの受付テントにて、以下のいずれかの方法で受付をしてください。 

① PassMarket の QR コードを提示 

② 氏名の記載された PassMarket のチケット画面（または印刷したもの）を提示 
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７．注意事項 

・ 受付にてお渡しするネームホルダー（ご自身でご記名ください）を校内では常時着用してくだ

さい。ホルダーは、お帰りの際、校門手前の回収箱にご返却ください。 

・ 当日の録画・録音・写真撮影はご遠慮ください。 

・ 昼食やお飲み物は各自でご用意ください。 

・ 教育研究大会に関するお問い合わせは、筑波大学附属高等学校 研究教職部 へお願いします。 

  e-mail:kenkyu@sgh-tsukuba.org  Tel：03-3941-7176（代表） 
 

８．時程 

時間帯 内容 国語 地歴・公民 数学 理科 保健体育 外国語 芸術 

 9:30 

10:00 
受付        

10:10 

 

11:00 

公開授業Ⅰ 

古典探究・

古文 

２年生 

公共 

２年生 

数学Ｂ 

２年生 

物理基礎 

２年生 

体育 

１年生 

英語ｺﾐｭﾆｹ

ｰｼｮﾝⅢ 

３年生 

美術Ⅰ 

１年生 

11:20 

 

12:10 

公開授業Ⅱ 

分科会 
分科会 分科会 

数学Ⅰ 

１年生 

生物基礎 

１年生 
分科会 

英語ｺﾐｭﾆｹ

ｰｼｮﾝⅠ 

１年生 

美術Ⅱ 

２年生 

 昼食・休憩  

13:10 

  

15:00 

分科会 分科会 分科会 分科会 分科会 分科会 分科会 分科会 

15:20 

 

16:20 

情報交換会 
① 授業における ICTの利用       ② 校務における ICTの利用 

③ 総合的な探究の時間について     ④ 部活動について 

 

９．公開授業 

教科 科目 学年 授業担当者 授業テーマ 

国語 
古典探究・

古文 
２年生 菱沼  聖子 

琉歌を読み解く 

～多様な古典の探究的アプローチ～ 

地歴・公民 公共 ２年生 福元 千鶴 沖縄を通して考える 

数学 

数学Ｂ ２年生 川﨑 宣昭 
統計的推測 

～二項分布の正規分布近似～ 

数学Ⅰ １年生 岩田 光弘 
図形と計量 
～三角比を学ぶ必要性とは？～   

理科 

物理基礎 ２年生 櫻井 一充 全天球カメラを用いた虹の観察 

生物基礎 １年生 岡部 玉枝 
学びが深まる「体内環境維持」に関する授業を

目指して 

保健体育 体育 １年生 今西智津子 １年女子のバスケットボールの授業 

外国語 
英語ｺﾐｭⅢ ３年生 曽根 典夫 

生徒の考えを引き出す発問の工夫 
英語ｺﾐｭⅠ １年生 塩飽 りさ 

芸術 

美術Ⅰ １年生 横田高野浩子 立体的な試行錯誤から造形的発想を広げる授業 

美術Ⅱ ２年生 小松  俊介 
版で表す 

～遊びを通して造形的な見方・考え方を深める授業を目指して～ 
 

10．情報交換会  

① 授業における ICT の利用       ② 校務における ICT の利用  
③ 総合的な探究の時間について     ④ 部活動について 
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11．教科分科会のテーマと内容 

 国 語  新カリキュラム選択科目(文学国語･論理国語･古典探究)の 

ねらいに応じた教材活用のアイディア 

 新カリキュラムがスタートして 3年目となり、選択科目である「文学国語」「論理国語」「古典探究」

も 2年目となりました。様々な課題の中でも、しっかりと不易と流行を見極めて授業のバージョンアッ

プを図りたいところです。今回の国語科分科会では、これら上位科目の単元設計を中心に、なじみ深い

教材の新たな活用や新教材の開拓など、皆さまと一緒に様々なアイデアを出し合い、情報交換や議論を

行いたいと思います。 
 

地歴・公民 地歴･公民科の授業に用いる資料の探し方･扱い方 

 新教育課程になり従来にも増して資料を読解する力の育成が要請されている。昨今の大学入試の傾向

からもそれと同様のことが言えるだろう。そこで今回は、地歴・公民科の授業で使う資料の探し方・集

め方や、どの授業のどの場面でどう提示し、どういう発問をするか等、資料の具体的な扱い方について、

参加される皆さんと情報交換、意見交換をしていきたい。 
 

 数 学  学びの意義に迫る授業設計 

数学の授業では，学ぶ意義を生徒自身が理解することによって学習が動機づけられる。このことに関

して数学Ⅰの図形と計量，数学Ｂの統計的推測の公開授業を中心に研究協議を行う。数学Ⅰでは，三角

比の必要性に関して，中学における学習内容との接続や単元内の流れを意識しながら授業の在り方や教

材について考える。また，数学Ｂでは，二項分布を正規分布に近似する理由，及びどのような場面で近

似できるのかについて生徒に考えさせたい。これらの事例を踏まえ，学びの意義に迫る授業実現に向け

て協議したい。 
 

 理 科  公開授業についての協議 

異なる男女クラス編成によるジェンダーギャップの比較研究(物理基礎) 

前半は公開授業についての協議を行う。１時間目の物理基礎は，全天球カメラを用いた虹の撮影実験

と考察を基に，新しい技術を活かす授業を議論する。２時間目の生物基礎は、選択生物の授業ではなく、

１年次必修の授業だからこそ触れておきたい内容を考える。後半は、ジェンダーギャップの研究報告を

行う。異なる男女編成の３クラスへの２年物理基礎の授業効果を、概念理解度と学習姿勢に注目して比

較する。 
 

 保健体育  社会の変化と保健体育科の使命Ⅳ 

～長期的視点から「変えてはならない大切なこと」を考える～ 

ヒトの役割が変わると言われるほど、この先の社会では大きな変化が予想されます。令和にまで時代

が進み、本校では保健体育科の教員も大きく入れ替わりました。入学してくる生徒たちの様相にも変化

を感じます。しかし、社会－教員－生徒が変わる中でも"健やかな生徒を育てる"という目標は変わりま

せん。これからの保健体育科が「変えてはならないこと」や「しんか（進化・深化・新化）させるべき

こと」について考えたいと思います。 
 

 外 国 語  新課程３年目を迎えて 

新学習指導要領の施行３年目を迎えました。論理的な思考を伴った表現活動を促す指導、対話を通し

て主体的に学びを深める方策、生徒達が自然にやり取りを成立させる工夫、新しい観点に基づく評価体

制の運用方法や課題など、この３年間の実践を踏まえ、皆様と情報交換や議論を行いたいと思います。 
 

 芸 術  造形遊びの行方～造形的な見方･考え方を育む視点～ 

本研究会では、小学校の造形遊びの経験を踏まえつつ、高校美術における「遊び」の意義を再評

価し、教育現場での新たなアプローチを考えます。AI が社会に浸透する中で、美術が生徒たちの創

造性や柔軟な思考を育むための「遊び」の役割をどう捉えるかを探究します。参加者同士で意見を

交わしながら、これからの美術教育に求められる視点や具体的な実践方法を一緒に見出していくこ

とを目指します。 ＊美術Ⅱの授業テーマは、１次案内から一部変更しました。 
以上 
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